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高圧受電設備において絶縁抵抗測定は、その設備の適正な交換時期を把握すること
ができ、受電設備の保守に欠かせないものである。
しかし、絶縁材料の不飽和ポリエステル系樹脂は空気中のNOｘやSOｘで劣化し、
絶縁材料表面で放電を起こす。[1]

 

指標値候補 相関係数 95%信頼区間幅

絶対レベル -0.940 ±1.63 dB

ベースライン中央値差分 -0.909 ±0.98 dB

 

恒温恒湿槽内で表面を食
塩で汚損したVCBから発
せられる放電音を湿度を
変化させながら録音した。
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活電中の絶縁物から発せられる音から放電音を分離し、
絶縁抵抗値を算出する

Introduction Purpose

Experiment Result

エンベロープをとりFFT解析すると電源周波数50Hzの
整数倍で高周波音が発生していることがわかる。

湿度：40％RH～90％RH
温度：25℃一定
印加電圧：AC6,600/√3

≒3810 [V]

湿度の上昇すると絶縁
抵抗値が下がり、放電
音強度が増加している。

放電音強度から抵抗値が
推定される。

エンベロープのFFT波形から絶縁抵抗値を決定する指標値
・絶対レベル
・FFT移動窓による中央値をベースラインとした
絶対レベルとの差分

Conclusion

• 絶縁抵抗値と放電音強度には，湿度をパラメータとした強い相関性がある。

• 周波数解析を用いた方法により放電音強度を分析することによって，絶縁抵抗値の推定
が可能である。

• 本手法を用いることにより，109Ω程度以下の絶縁抵抗値を非接触により測定可能である。
今後は以下のことを進めていく予定
• フィールドテストを実施し、実環境上で同様の結果が得られるのか検証を行う
• フィールドテストの結果をフィードバックし、精度の向上を図る
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ハイパスフィルタで
低周波ノイズを除去

絶縁抵抗値の予想値がメガーで測定した絶縁抵抗値とほぼ一致した。

マイクの距離、入力ゲインは一定としている。

電極

しかし、

キュービクル内では外来音
があるため放電音の抽出が
必要になる。

絶対レベルにおいて高い相関を得ることができた。
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